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1．　 は じめに

　 ビ ル 屋 上な どに設置 されて い る広告看板は、昼 間

に お い て は 太陽光に よ り照射 され、「物体色」と して

我 々 には知覚 されて い る。一方、夜問にお い て は、

前方 下 部 （あ る い は 上 部） に 設 置 さ れ た 光源 に よ り

ライ トア ッ プ され、太陽光の 下 で の 昼間の 見 え方 と

は 異なっ た見え方をす る （図．1）。すなわ ち、夜 の 闇

の 中で あた か も看板そ の もの が光 っ て い るか の よ

うに見 える の で ある 。 広告は 、 そ こにあ る情報を広

く多くの 人 に向けて発 信する こ とが 目的で ある 。 従

っ て、夜間 にお け る看板 の 、照明に よる こ の 様な見

え方 の 変化 、 言い 換え る と照明に よる心象・心理効

果は広 告 の PR とい う点 にお い て 大変魅力的な要

素の
一一

つ で ある 。

　それ 故、こ の よ うな昼間 と夜間におけ る照明に よ

る見え方の 変化に関す る基礎的データは、今後の看

板照明 設計を考え る 上 で極め て 有用 となる。

2． 実験方法

　夜間にお い て は、本来物体色で ある看板が光っ て

い るか の よ うに見える点に着 目し、こ れ を 厂光源 色

的な見 え方」 と して 、 看板表 面に知 覚され る 「物体

色」と 「光源色」 の割合を測定す る こ と と した 。 ま

た、対象物 か ら感 じる明るさ は看板周囲の輝度を は

じめ とした様 々 な要素によ り影響 され るた め、直感

的に感 じる看板の 明る さを 「明るさ感」 として 同時

に測定する。（図 2 ）

　光源色 と物体色の割合評価に っ い て は、量推定法

を用い て 評価 した。すなわち、被験者 は周囲の 視環

境が Olx （完全 な暗闇）で の看板を観測 し、そ の 状

態で の看板表面 の 光源色の 割合 を 10 ポイ ン トと

（a ）昼間 の 広 告看板

　　 （b）夜間の 広 告看板

図 1　 各視環境下にお け る看板の

　　 　 　 見 え方 の 例
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　　　　　　　図 2　実験概要図

す る。そ して 、観測 して い る看 板にお け る光源 色

と物体色 の 割合を 、
10 ポ イ ン トを振 り分け て 評

価す る 。 例 えば光源 色 と物 体色が半 々 で あれ ば 、

「物体色 ： 5 、 光源色 ； 5 」 と評価する 。

一
方 、

「明

る さ感 」 に つ い て は、
“
非常 に 明 る い

”
か ら

“
非常

に暗い
”

ま で の 7 段階で評価す るの で ある。

　実験手順を以下 に 示 す 。 視環境の 水平面 照度を、

被験者の 眼の 順応 レ ベ ル を測 る尺度 とし て 測定す

る。実験は観測地点の 水平面照度が 50001x にな っ
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た時点か ら開始 し 、 徐 々 に視環境の水平面照度が低

下す る中、被験者は観測 して い る看板の 「光源色と

物体色の 割合」及び 「明るさ感」 を評価す る。 併せ

て 色彩色差計を用い て
、 看板表面 の 輝度 とそ の 周 囲

の 天 空輝度を測定 した。
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図 3　 明る さ感評価項 目
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3． 実験結果

　被験者 20名に よる平均結果を図 4 に示す。横軸は

観測地点 の 水平面 照度 （lx）を、縦軸 の 右側 に光源色

と物体色 の 割合 、 左側に明 る さ感 をとっ て い る。な

お 、こ こ で は横軸にお い て 50001x を左 側 にす る こ

とで、グラ フ の 右側 に移行するに従 っ て 時間が経過

して い くよ うに 、 結果 をプ ロ ッ トして い る 。

　図 よ り 、 物体色で あ る看板の 見 え方が 、 観測地点

の 水 平面照度の 低下に従 っ て 物体色 モ
ー

ドか ら光

源 色 モ
ー

ドへ と移行 し て い く過程が は っ き り示 さ

れ る。特に観測地点の 水平面照度が 10001x 以下に

な る と光源色の 割合が増え始め る。こ の こ とは 明 る

さ感 にお い て も同様で あり、10001x以下で 、い ずれ

の 評価共 に大き く上昇す る傾向が見 られた。特に光

源色 の 割合は、観測地点の 水平面照度が 2501x の 時

に 5 割を超 える こ とが明 らか となっ た。

図 4　 観測地点の 水平面照度 と看板の

　　　　見 え方推移特性
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…

方 、 天 空輝度と看板輝度の
“
輝度差

”

を横軸 と

して 、被験 者平均を プ ロ ッ トしたグ ラ フ を図 5 に

示す。縦軸にっ い て は図 4 と同様 、 左側に明る さ

感、右側 に光源色 と物体色の 割合をとっ て い る。

　観測地点にお ける水平面 照度値で は、［10001x］

以下 で見え方 の 急激 な変化が観測 された が （図 4 ）、

輝度差の値を横軸と した図 5 に お い て は 、
200cd ／

  ま で は光源色の 割合 、 明る さ感 と もに ほ とん ど

変化は 見 られ な い 。
一

方 、輝度差が 200cd／  未満

になると、「光源色の割合」 並び に 「明るさ感」 の

どち らの値も、急激 に上昇す る傾向が示 され て い

る。そ して 輝度差が Ocd ／  未満、言 い 換 える と

看板輝度の 方が天空輝度 よ り高くなる （図 1 （b））

と、さらに い ずれ の 値も急激に上昇して い る 。
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図 5　天空輝度 と看板輝度の輝度差 と光源色の割

　　　　　　　 合及 び 明る さ感 の推移

4 ．考察

　本研究で は、ライ トア ッ プ された視対象物 、 こ

こ で は 看板表面 の 見え方 の 推移 に つ い て 、特 に 暗

順応過程 とい う条件下 で の 見え方の推移を測定 し

た 。 そ の 結果、本来物体色で あるはずの看板が、

あ る条件下で は光源色 として知覚 されて い る こ と

が分か っ た。こ の 傾向 は観測地点の 水平面照度が

10001x 以下 の 視環境条件下で 見 られ、水平面照度

2501x で は光源色 の 割合も 5 割を超える結果 とな

っ た。輝度差で は 200cd／  以下で光源色 と して 知

覚 され て い る。

　以上 よ り、 今後の 屋外看板にお け る照明設計を

考える上 で は、こ の 照度 2501x 前後の範囲にお け

る我 々 の 眼の 順応状態を考慮 し 、 照明タイ ミ ン グ

を設計す る こ とが重要で あ る と考え られ る。輝度

差 の 値 で は 、天 空輝 度 と看 板 輝度 の 輝 度 差 が

200cd／  未満 で 点灯をする の が最 も効果的 と考え

られ る。

一 一．．．一一二 二＝ ］
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 N 工工

一Electronlc 　 Llbrary 　


